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安 倍 政 権 1 年 評 価 
有識者アンケート結果 

2013 年 12 月 20 日 

認定 NPO 法人 言論 NPO 

 

言論 NPO は、「強い民主主義」を実現するためには、国民が政治について考える判断材

料が必要であるという考えのもと、定期的に有権者が政策を判断し、政治を選ぶための様々

な材料を提供しています。 

12 月 26 日に安倍政権が発足して 1 年を迎えます。これに合わせて安倍政権の実績評価

を実施するとともに、有識者を対象に評価アンケートを行い、12 月 20 日に結果を公表しま

した。回答したのは企業経営者、メディア関係者、学者・研究者、公務員などの 447 人。

この調査は、2013 年 4 月 4 日に安倍政権が発足 100 日を迎える際に実施した「100 日評価

アンケート」に続く、2 回目の調査となります。 

 

≪ 安倍政権を「支持しない」が「支持する」を上回る、厳しい見方が増加 ≫ 

安倍政権を「支持する」という回答は 41.4％で、これに対して「支持しない」という回

答は 43.0％となっており、不支持が支持を上回りました。100 日時点でのアンケートでは

「支持する」が過半数を超えていましたが、厳しい評価が増加しました。また、発足時に

抱いていた期待と比べて、安倍政権をどう思うか尋ねたところ、「そもそも期待していな

かった」（34.9％）と「期待以下」（14.8％）を合わせると 49.7％の人が否定的な評価を

し、「期待以上」（20.8％）と「期待通り」（26.8％）を合わせた 47.6％の肯定的な評価

を上回りました。100 日時点の評価では、「そもそも期待していないかった」（23.9％）と

「期待以下」（3.2％）を合わせて 27.1%であったことと比べると、ここでも厳しい評価が

20%以上増えています。また、安倍政権に本来期待されていた役割では、「中長期的な成長

戦略を立て、『強い経済』を実現すること」が 41.4％で最も多い結果になりました。また、

「安倍政権の今後の政策運営に期待できるか」という問いには「期待できない」が 43.2％

で、「期待できる」の 30.4％を上回りました。100 日時点の評価では、「期待できない」

が 19.2％であったことと比べると、24%悪化したことになります。 

  

≪ 「首相の資質」評価は５点満点中 2.7 点―「アピール度、説明能力」が最も低下 ≫ 

 言論 NPO では、第 1 次安倍政権から歴代政権（福田、麻生、鳩山、菅、野田、第 2 次安

倍）の 100 日時点で「首相としての資質」を評価してきました。これまでの政権が短命で

あったことから、1 年時点での評価は初めてとなります。この評価は「首相の人柄」、「指

導力や政治手腕」、「見識、能力や資質」、「基本的な理念や目標」、「政策の方向性」、

「実績」、「チームや体制づくり」、「アピール度、説明能力」の 8 項目、５点満点で評
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価しています。 

 今回の評価で、安倍首相の資質は平均で 2.7 点となり、100 日時点の 3.3 点と比べると

0.6 点下がりましたが、歴代政権の 100 日評価より比較的高い評価となっています。全８項

目で評価が下がっていますが、中でも「アピール度、説明能力」は前回より 0.9 点低下の

2.5 点となり、最も点数が低下しました。最も評価が高かったのは前回に引き続き「指導力

や政治手腕」の 3.1 点でしたが、前回と比べて 0.5 点低下しました。安倍政権に対する否定

的な意識の増加の主な原因の一つに国民に対する「説明不足」があると考えられます。 

 

≪ 安倍政権が手懸ける 34 項目のうち 17 項目で、否定的な評価が半数を超える ≫ 

 これまで安倍政権が打ち出した政策や政権対応の 34 項目の評価では、「うまく対応でき

た」と「うまく対応できていないが、今後期待できる」の肯定的な回答の合計が 50％を超

えたのは７項目に過ぎませんでした。このうち６割を超えたのは、「緊密な日米同盟の復活」

（65.3％）と「政策決定における首相のリーダーシップや統率力」（60.2％）の２つです。 

それに対して「対応できておらず、今後も期待できない」という否定的な回答が半数を

超えたものは 17 項目あり、100 日時点での 3 項目を大きく上回りました。17 項目のうち 6

割を超えたのは「竹島の領土問題解決に向けた取り組み」（68.2％）、「一票の格差と選挙制

度の見直し」（67.1％）、「ポスト京都での主導的な役割と温室効果ガス対策」（64.7%）、「首

脳会談再開など日中関係の改善に向けた取り組み」（64.2%）などの８項目でした。個別政

策においても厳しい見方が広がっていることがわかります。 

 

≪ ６割近くの有識者が「アベノミクス」の効果を疑問視、否定的な意見が増加 ≫ 

安倍首相就任後、いわゆる「アベノミクス」によって、円安が進み、株価の上昇も続い

ていおり、経済に明るい兆しが見えてきました。しかし、アンケートでは 59.3％と 6 割近

い有識者は「一定程度成功するが、長くは続かない」と回答し、ある程度は有効な政策で

あるものの、その効果は限定的であると考えています。100 日時点では 53.9％が「一定程

度成功するが、長くは続かない」と回答しており、「アベノミクス」の効果を疑問視する有

識者が 5.4％増加しました。また、アベノミクスが「成功する」という見方は、前回調査の

17.7％から減少して 16.8％、「失敗する」という見方は 11.5％から 15.7％に増加し、「失敗

する」という見方が「成功する」という見方に並び始めています。有識者の間でアベノミ

クスの成功に対して疑問が出始めていることが窺えます。 

 

≪ 「財政再建」は約 6 割が困難、「社会保障改革」は約７割が「できない」と回答 ≫ 

安倍政権の財政再建について「現状の取り組みでは困難」との回答が 58.6％と約 6 割あ

りました。それに対して、「現状の取り組みで可能だと思う」との回答は、わずか 2.0％で

した。ただし、「現状の取り組みでは難しいが、まだ間に合うと思う」との回答が 35.8％で

今後の取り組みに対する期待も一定数ありました。 
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「社会保障制度の構築を実行できるか」という問いには、「できないと思う」が 33.6％、

「どちらかというとできないと思う」が 35.3％となり、否定的な見方が 68.9％と 7 割近く

になりました。これに対して「できると思う」が 3.1％にとどまり、「どちらかといえばで

きると思う」の 23.0％を合せても、3 割に満たない結果となりました。 

 

≪ 原発の再稼働には「反対」が約半数、「賛成」は約 4 割で意見が分かれる ≫ 

原発の再稼働の賛否に対する問では、「反対」（33.8％）が最も多く、「どちらかといえば反

対」（14.3％）を合わせると、48.1％の有識者が反対と考えています。それに対して、「賛成」

と答えた有識者は 20.4％で、「どちらかといえば賛成」の 20.1％を合わせると、4 割以上の

有識者が賛成と答えており、意見が分かれています。 

 

≪ 特定秘密保護法に約半数が反対、4 割が賛成 強行採決で約 1 割が政権不支持へ ≫ 

特定秘密保護法の成立に対して、最も多かった回答は「法律の成立に反対」で 43.2％あ

りました。「どちらかといえば反対」（9.4％）を合わせると、52.6％の有識者が反対という

結果になりました。それに対して、「法律の成立には賛成」と答えた有識者は 19.5％おり、

「どちらかといえば賛成」（17.2％）を合わせると、36.7％の有識者が賛成と回答しました。 

また、今国会において特定秘密保護法が強行採決されたことで、「安倍政権に対する気持

ちは変わったか」の問いには、34.9％が「今までと変わらず支持している」、40.5％が「今

までと変わらず支持していない」と答えましたが、9.2％の有識者が「今まで支持していた

が、支持できなくなった」と支持を変えたことを示しました。 

  

≪ 安倍政権は任期満了、あるいはそれ以降も続くとの見方が約 7 割 ≫ 

一方で、安倍政権が「衆議院議員の任期満了まで続く」と答えたのが 47.4％で最も多く、

次いで「2016 年の衆議院議員の任期満了以降も続く」の 21.5％でした。安倍政権が任期満

了か、あるいはそれ以上続くと見ている有識者が 7 割近くいました。これに対して「衆議

院議員の任期満了まで持てないと思う」と答えた有識者は 19.5％いました。 

また、日本政治の現状に対しては「自民党を中心とした政治が長期化し、一極化する」

と考えている人が 36.7％と約 4 割おり、最多になりました。これは 100 日時点の 36.4％と

ほぼ同じ水準でした。続いて「政界の再編や混乱が繰り返され、政党政治自体が信頼を失

う」が 19.7％と 2 番目に多く、100 日時点の 15.2％より 4.5 ポイント増えています。 

既存政党に対する評価については「全ての既存政党には期待していない」（11.6％）と「ほ

とんどの既存政党には期待していない」（40.9％）の否定的な立場の合計が 52.5％となり、

半数を超えました。100 日時点の 46.6％より約 6 ポイント増加しています。これに対して

「全ての既存政党に期待している」（1.6％）と「いくつかの政党には期待している」（40.0％）

の肯定的な立場の合計 41.6％と約 4 割でした。100 日時点の 46.3％より 5 ポイント近く減

少しました。  
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＜アンケートの概要＞ 
 安倍政権は 2013 年 12 月 26 日に発足後 1 年を迎えようとしています。言論 NPO では政

権実績評価の一環として 2006 年の安倍政権から、有識者を対象にアンケートを行い、その

結果を公表しています。 

今回の第 2 次安倍政権の「有識者アンケート調査」は、今年 4 月に実施された「100 日

アンケート」に続き２回目になります。 

アンケート調査は言論 NPO の活動にご参加、あるいはご協力をいただいている各分野の

有識者、ジャーナリスト、企業経営者、官僚などを対象に 2013 年 12 月上旬から約１週間

の日程で調査票の郵送やメールの送付によって行われました。2013 年 12 月 18 日までにご

回答いただいた 447 人分のアンケート結果を集計し、分析しました。回答者の属性は、男

性が 86.6％、女性が 11.6％となっています。年齢別でみると、10 代が 0.2％、20 代が 3.6％、

30 代が 6.7％、40 代が 21.3％、50 代が 28.0％、60 代が 23.9％、70 代が 13.2％、80 歳以

上が 2.0％です（それ以外は無回答。以下同様）。回答者の職業は、企業経営者・幹部が 15.2％、

会社員が 13.4％、メディア幹部が 2.9％、メディア関係者が 12.8％、国家公務員が 2.0％、

地方公務員が 3.8％、国会議員が 0.2％、地方議員が 0.4％、NPO・NGO 関係者が 6.7％、

学者・研究者が 13.4％、各団体関係者が 7.2％、学生が 2.5％、自営業が 4.5％、その他が

13.4％となりました。 
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安倍政権の 1 年評価 

 

 安倍政権を「支持する」という回答は 41.4％で、これに対して「支持しない」

という回答は 43.0％となっており、不支持が支持を上回りました。100 日時点

でのアンケートでは「支持する」が過半数を超えていましたが、厳しい評価が

増加しました。また、発足時に抱いていた期待と比べて、安倍政権をどう思う

か尋ねたところ、「そもそも期待していなかった」（34.9％）と「期待以下」

（14.8％）を合わせると 49.7％の人が否定的な評価をし、「期待以上」（20.8％）

と「期待通り」（26.8％）を合わせた 47.6％の肯定的な評価を上回りました。100
日時点の評価では、「そもそも期待していないかった」（23.9％）と「期待以下」

（3.2％）を合わせて 27.1%であったことと比べると、ここでも厳しい評価が

20%以上増えています。また、安倍政権に本来期待されていた役割では、「中長

期的な成長戦略を立て、『強い経済』を実現すること」が 41.4％で最も多い結果

になりました。また、「安倍政権の今後の政策運営に期待できるか」という問い

には「期待できない」が 43.2％で、「期待できる」の 30.4％を上回りました。

100 日時点の評価では、「期待できない」が 19.2％であったことと比べると、24%

悪化したことになります。 

 
＜安倍政権を支持するか＞ 

 安倍政権を「支持する」という回答は 41.4％で、これに対して「支持しない」という回

答は 43.0％となっており、「支持しない」が「支持する」を上回りました。前回の 100 日評

価アンケートで「支持しない」が 23.2％で、「支持する」が 53.1％であり、「支持しない」

が 20％近く増加し、「支持する」が 10％近く減少したことがわかります。 

 

 

＜発足時に抱いていた期待と比べて＞ 

 また、発足時に抱いていた期待と比べて、安倍政権をどう思うか尋ねたところ、最も多

かった回答は「そもそも期待していなかった」で 34.9％になりました。「期待以下」の 14.8％

を合わせると 49.7％の人が否定的な評価をしています。他方で「期待以上」と答えた人が

20.8％おり、「期待通り」と答えた 26.8％と合わせると、47.6％の有識者が肯定的な評価を

持っており、否定的な評価が肯定的な評価を上回っております。100 日時点の評価では、「そ

もそも期待していないかった」（23.9％）と「期待以下」（3.2％）を合わせて否定的な評価

27.1%であったことと比べると、ここでも厳しい評価が 20%以上増えています。 
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あなたは、現在の安倍政権を⽀持しますか。【単数回答】 

 
 

 安倍政権は 12 月 26 日で発足１年を迎えます。現在までの安倍政権は、あな

たが発足時に抱いていた期待に比べどうでしたか。【単数回答】 

 
 
  

41.4%

43.0%

14.5%

0.9% 0.2%

支持する

支持しない

どちらともいえない

わからない

無回答

20.8%

26.8%

14.8%

34.9%

2.7%

期待以上

期待通り

期待以下

そもそも期待していなかった

わからない
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＜安倍政権に期待した役割とは＞ 
 安倍政権に本来期待されていた役割を問う設問で、「中長期的な成長戦略を立て、『強い

経済』を実現すること」（41.4％）が最も多く、「デフレ経済を立て直すこと」（26.6％）、「財

政再建への取り組みを本格化すること」（26.2％）、が続きました。 

100 日時点で「中長期的な成長戦略を立て、『強い経済』を実現すること」が 49.6％で、

今回と比べて 8.2％低下しています。また、100 日時点で「財政再建への取り組みを本格化

すること」は 32.2％でしたが、今回は 26.2％と６ポイント低下しました。これに対して、

「消費税の増税を断行すること」は 100 日時点では 4.2％であったものが、今回 12.5％に

増加しています。 

あなたが安倍政権に期待した役割は何ですか。【３つまで回答】 

 

41.4%
26.6%
26.2%
24.8%

17.9%
17.9%

15.2%
13.9%
12.5%
11.6%
11.0%

8.7%
8.5%
7.2%
6.3%
5.8%
5.6%
5.4%
4.7%
4.5%
4.0%
4.0%
3.6%
2.9%
2.7%

0.2%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

中⻑期的な成⻑戦略をたて、「強い経済」を実現すること

デフレ経済を⽴て直すこと

財政再建への取り組みを本格化すること

持続可能な社会保障制度を確⽴すること

冷え込んだ⽇⽶関係を⽴て直すこと

東⽇本⼤震災の復興への迅速な対応

特に期待したものはない

中国との⾸脳会談の再開など関係改善の動き

消費税の増税を断⾏すること

急激な円⾼に迅速に対応すること

東シナ海周辺の危機管理

⾏政のムダを徹底的に削減すること

国⺠に向かい合った政治の実現

ＴＰＰへの参加

その他

憲法改正

韓国との関係改善

原⼦⼒発電所の再稼働

集団的⾃衛権の⾏使を可能とすること

普天間⾶⾏場移設問題に決着をつけること

教育問題

除染作業の迅速化による被災者の早期帰還

北朝鮮の核問題、拉致問題に関する対応

⽇本の農業の復興

強い政党政治の復活

無回答
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＜今後の政策運営に期待できるか＞ 

 「安倍政権の今後の政策運営に期待できるか」という問いに対しては、43.2％が「期待で

きない」と回答しており、「期待できる」の 30.4％を大きく上回りました。100 日時点の評

価では、「期待できない」が 19.2％であったことと比べると、24%悪化したことになります。

これに対して、「期待できる」は 39.2％から、9％近く悪化し、ここでも安倍政権に対する

厳しい見方が増加しています。 

 

安倍政権の１年をご覧になって、あなたは安倍政権の今後の政策運営に期待で

きますか。【単数回答】 

 
  

30.4%

43.2%

24.2%

1.8%

期待できる

期待できない

どちらともいえない

わからない
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政権発足 1 年で見た安倍首相の資質 
 

安倍首相の「首相の資質」は５点満点で 2.7 点。中でも「アピール度、説明能

力」が最も低下しており、前回より 0.9 ポイント低い評価となりました。 

 

言論 NPO では、第 1 次安倍政権から歴代政権（福田、麻生、鳩山、菅、野田、第 2 次安

倍）の 100 日時点で「首相としての資質」を評価してきました。これまでの政権が短命で

あったことから、1 年時点での評価は初めてとなります。この評価は「首相の人柄」、「指導

力や政治手腕」、「見識、能力や資質」、「基本的な理念や目標」、「政策の方向性」、「実績」、

「チームや体制づくり」、「アピール度、説明能力」の 8 項目、５点満点で評価しています。 

今回の評価で、安倍首相の資質は平均で 2.7 点となり、100 日時点の 3.3 点と比べると

0.6 点下がりましたが、歴代政権の 100 日評価より比較的高い評価となっています。全８項

目で評価が下がっていますが、中でも「アピール度、説明能力」は前回より 0.9 点低下の

2.5 点となり、最も点数が低下しました。最も評価が高かったのは前回に引き続き「指導力

や政治手腕」の 3.1 点でしたが、前回と比べて 0.5 点低下しました。安倍政権に対する否定

的な意識の増加の主な原因の一つに国民に対する「説明不足」があると考えられます。 

 

 

安倍政権のこれまでをご覧になって、首相の実績や資質に関して以下の項目を

あなたはどう評価しますか。 

 

2.9
3.1

2.6
2.6

2.7 2.8

2.7

2.5

3.4
3.6

3.1

3.0 
3.2

3.1

3.3

3.4

（ア）首相の人柄

（イ）指導力や政

治手腕

（ウ）見識、能力

や資質

（エ）基本的な理

念や目標

（オ）政策の方向

性

（カ）実績

（キ）チームや体

制づくり

（ク）アピール

度、説明能力

0.0
1.0
2.0
3.0
4.0
5.0

安倍政権

(1年時点）

安倍政権

(100日時点）
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▼参考資料 

【参考】歴代首相の資質に関する評価 

 

（ア）首相の

人柄

（イ）指導力

や政治手腕

（ウ）見識、

能力や資質

（エ）基本的

な理念や目標

（オ）政策の

方向性

（カ）実績

（キ）チーム

や体制づくり

（ク）アピー

ル度、説明能

力

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

安倍政権2 1年（2.7点）

安倍政権2 100日（3.3点）

野田政権（2.4点）

菅政権（1.8点）

鳩山政権（2.4点）

麻生政権（1.8点）

福田政権（2.3点）

安倍政権1（2.2点）

安倍
政権2
(1年）

安倍
政権2
(100日）

野田
政権

(100日）

菅
政権

(100日）

鳩山
政権

(100日）

麻生
政権

(100日）

福田
政権

(100日）

安倍
政権1
(100日）

（ア）首相の人柄 2.9 3.4 3.4 2.5 3.4 2.5 3.4 3.3

（イ）指導力や政治手腕 3.1 3.6 2.3 1.4 1.7 1.6 2.4 2.1

（ウ）見識、能力や資質 2.6 3.1 2.7 1.7 2.4 1.6 2.1 該当なし

（エ）基本的な理念や目標 2.6 3.0 2.5 2 2.7 1.9 1.9 2.1

（オ）政策の方向性 2.7 3.2 2.6 2.1 2.6 1.9 2.1 2.2

（カ）実績 2.8 3.1 1.9 1.4 2.1 1.6 2.1 2.2

（キ）チームや体制づくり 2.7 3.3 1.7 1.7 2.1 1.6 2.1 1.8

（ク）アピール度、説明能力 2.5 3.4 1.8 1.5 2.3 1.7 1.9 1.8

総合点 2.7 3.3 2.4 1.8 2.4 1.8 2.3 2.2
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安倍政権が打ち出した個別課題への評価は 
 

安倍政権の 1 年評価で肯定的な評価が半数を上回ったのは、「緊密な日米同盟の

復活」、「政策決定における首相のリーダーシップや統率力」「減反の廃止」など

の７項目でした。反対に、否定的な評価が半数を上回ったのは「竹島の領土問

題解決に向けた取り組み」、「一票の格差と選挙制度の見直し」、「首脳会談再開

など日中関係の改善に向けた取り組み」などの 17 項目で、100 日時点での 3 項

目を大きく上回りました。 

  
安倍政権における政策課題の実行に関して政権発足 1 年時点で①うまく対応できた、②

うまく対応できていないが、今後期待できる、③対応できておらず、今後期待もできない、

④わからない、の４段階で有識者に評価してもらいました。 

その結果、「うまく対応できた」と「うまく対応できていないが、今後期待できる」の肯

定的な回答の合計が 50％を超えたのは、７項目に過ぎませんでした。このうち６割を超え

たのは、「緊密な日米同盟の復活」（65.3％）と「政策決定における首相のリーダーシップや

統率力」（60.2％）の２つです。 

それに対して「対応できておらず、今後も期待できない」という否定的な回答が半数を

超えたものは 17 項目あり、100 日時点での 3 項目を大きく上回りました。17 項目のうち 6

割を超えたのは「竹島の領土問題解決に向けた取り組み」（68.2％）、「一票の格差と選挙制

度の見直し」（67.1％）、「ポスト京都での主導的な役割と温室効果ガス対策」（64.7%）、「首

脳会談再開など日中関係の改善に向けた取り組み」（64.2%）などの８項目でした。個別政

策においても厳しい見方が広がっていることがわかります。 
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安倍政権のこれまでの対応や打ち出している政策について、あなたはどう思い

ますか。 

 

 

45.9%

6.0%

3.1%

2.9%

1.3%

2.5%

6.9%

1.6%

2.5%

14.3%

32.4%

28.4%

26.6%

23.7%

30.6%

30.0%

18.3%

26.6%

27.5%

53.2%

56.6%

60.6%

62.9%

55.5%

45.0%

64.7%

58.2%

10.1%

6.9%

10.3%

8.3%

10.3%

9.6%

15.4%

13.2%

10.3%

2.2%

1.3%

1.6%

1.6%

1.8%

1.8%

2.7%

2.2%

2.5%

政策決定における首相のリーダー

シップや統率力

東日本大震災からの復興のスピー

ドアップ

復興予算の適切な執行と復興庁の

機能化

福島第一原発の廃炉や汚染水対策

など事故処理

除染の加速化と被災者の早期帰還

持続可能な電源構成のベストミッ

クス確立

原発再稼働に向けた取り組み

ポスト京都での主導的な役割と温

室効果ガス対策

電力システムの抜本的な改革

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

うまく対応できた うまく対応できていないが、今後期待できる
対応できておらず、今後も期待できない わからない
無回答

15.7%

27.3%

13.9%

3.8%

5.8%

12.3%

1.3%

0.9%

0.2%

31.3%

29.1%

33.6%

26.4%

31.1%

37.8%

23.9%

17.9%

17.2%

35.6%

27.7%

40.3%

54.1%

44.3%

31.8%

62.6%

51.7%

61.1%

15.0%

13.9%

10.3%

13.9%

16.3%

15.0%

9.6%

26.2%

19.2%

2.5%

2.0%

2.0%

1.8%

2.5%

3.1%

2.5%

3.4%

2.2%

名目３％以上の経済成長に向けた取り

組み

日銀と共同歩調での２％物価安定目標

への取り組み

賃金上昇と雇用拡大の実現に向けた取

り組み

2015年のプライマリー赤字の半減と

2020年の黒字化に向けた取り組み

国家戦略特区制度の創設と徹底的な規

制改革

法人税の減税

持続的な社会保障制度確立に向けた改

革

6・3・3・4制の見直し等「平成の学制

大改革」

地方に対する権限移譲や規制緩和など

の地方分権改革

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

うまく対応できた うまく対応できていないが、今後期待できる

対応できておらず、今後も期待できない わからない

無回答
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14.8%

17.7%

5.4%

24.4%

32.4%

33.8%

8.7%

4.0%

34.0%

38.9%

32.4%

34.0%

32.9%

23.9%

37.4%

28.6%

36.7%

31.3%

47.2%

23.7%

22.8%

28.0%

41.4%

49.0%

12.1%

9.4%

12.5%

15.4%

8.5%

11.0%

10.5%

15.4%

2.5%

2.7%

2.5%

2.5%

3.4%

3.4%

2.0%

2.9%

国益にかなう経済連携の戦略的な

推進

TPP交渉の妥結に向けた取り組み

農業の担い手育成のための取り組

み

減反の廃止

緊密な日米同盟の復活

「国家安全保障会議」の設置、そ

の他関連法整備による官邸機能…

普天間飛行場の移設

北方領土問題の解決に向けた取り

組み

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

うまく対応できた うまく対応できていないが、今後期待できる
対応できておらず、今後も期待できない わからない
無回答

1.8%

6.5%

3.8%

2.2%

2.9%

2.9%

0.9%

5.6%

18.1%

28.0%

21.7%

19.7%

11.4%

21.0%

19.7%

26.0%

64.2%

48.3%

55.5%

61.7%

68.2%

58.4%

67.1%

42.1%

13.2%

14.8%

16.3%

14.1%

14.5%

14.5%

10.1%

22.1%

2.7%

2.5%

2.7%

2.2%

2.9%

3.1%

2.2%

4.3%

首脳会談再開など日中関係の改善

に向けた取り組み

尖閣周辺における偶発的事故防止

に向けた取り組み

北朝鮮問題（核・拉致・ミサイル

など）

日韓関係の改善に向けた取り組み

竹島の領土問題解決に向けた取り

組み

中央省庁改革を政治主導で実行す

る

一票の格差と選挙制度の見直し

憲法改正に向けた取り組み

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

うまく対応できた うまく対応できていないが、今後期待できる
対応できておらず、今後も期待できない わからない
無回答
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安倍政権の経済政策はこのまま成功するか 
 

６割近くの有識者が「一定程度成功するが、長くは続かない」と「アベノミク

ス」の効果を疑問視しており、否定的な意見が増加しています。「失敗する」と

の見方が 15.7％となり、100 日評価から 4.2％増加し、アベノミクスの成功に対

する疑問が出始めています。 

 

安倍首相就任後、いわゆる「アベノミクス」によって、円安が進み、株価の上昇も続い

ていおり、経済に明るい兆しが見えてきました。しかし、アンケートでは 59.3％と 6 割近

い有識者は「一定程度成功するが、長くは続かない」と回答し、ある程度は有効な政策で

あるものの、その効果は限定的であると考えています。100 日時点では 53.9％が「一定程

度成功するが、長くは続かない」と回答しており、「アベノミクス」の効果を疑問視する有

識者が 5.4％増加しました。また、アベノミクスが「成功する」という見方は、前回調査の

17.7％から減少して 16.8％、「失敗する」という見方は 11.5％から 15.7％に増加し、「失敗

する」という見方が「成功する」という見方に並び始めています。有識者の間でアベノミ

クスの成功に対して疑問が出始めていることが窺えます。 

 

 

安倍首相就任後、大胆な金融緩和、機動的な財政政策、成長戦略の３つを柱と

する「アベノミクス」によって、円安が進み、株価の上昇も続いています。あ

なたは、安倍政権の経済政策はこのまま成功すると思いますか。【単数回答】 

 
  

16.8%

59.3%

15.7%

6.5%

1.8%

成功する

一定程度成功するが、長

くは続かない

失敗する

わからない

無回答



15 
 
Copyright(c) Genron-NPO 無断転用禁ず 

日本の財政再建は可能か 
 

「現状の取り組みで可能だと思う」と考えているのは 2.0％にとどまり、６割近

い有識者が「現状の取り組みでは困難」と財政政策を疑問視しています。 

 

日本の財政は極めて悪化した状態にあり、高齢化が見込まれる我が国において、財政改

革による財政健全化の方策を具体的に提案し取り組むことは重要課題の一つです。 

安倍政権の財政再建について「現状の取り組みでは困難」との回答が 58.6％と約 6 割あ

りました。それに対して、「現状の取り組みで可能だと思う」との回答は、わずか 2.0％で

した。ただし、「現状の取り組みでは難しいが、まだ間に合うと思う」との回答が 35.8％で

今後の取り組みに対する期待も一定数ありました。 

 

あなたは、日本の財政再建は可能だと思いますか。【単数回答】 

 

  

35.8%

58.6%

2.0% 2.5% 1.1%

現状の取り組みでは難しい

が、まだ間に合うと思う

現状の取り組みでは困難

現状の取組みで可能だと思

う

わからない

無回答
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社会保障制度の構築を実行できるか 
 

「できると思う」（「どちらかといえば」を含む）と考えている有識者は 26.1％
と 3 割以下にとどまり、約 7 割の有識者が「できないと思う」（「どちらかとい

えば」を含む）と安倍政権の社会保障政策に否定的な見方をしています。 

 

少子高齢化が急速に進む中で、持続的な社会保障制度の構築に向けた対応が迫られてい

ます。しかし、アンケートでは「できないと思う」が 33.6％、「どちらかというとできない

と思う」が 35.3％となり、否定的な見方が 68.9％と約 7 割に上りました。他方で、「できる

と思う」が 3.1％にとどまり、「どちらかといえばできると思う」の 23.0％を合せても 26.1％

と、3 割に満たない数字にとどまっています。 

 

少子高齢化が急速に進む中で、持続的な社会保障制度の構築に向けた対応が迫

られています。あなたは、安倍政権は、社会保障制度の構築を実行できると思

いますか。【単数回答】 

  

3.1%

23.0%

35.3%

33.6%

3.6% 1.3%

できると思う

どちらかといえばで

きると思う
どちらかといえばで

きないと思う
できないと思う

わからない

無回答
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特定秘密保護法の成立に賛成か 
 

半数以上の有識者が「特定秘密保護法」の成立に反対と考えている一方で、4
割弱の有識者が賛成と答えました。また、法律の成立が強行採決で行われてま

したが、約 1 割の有識者が「今まで支持していたが、支持できなくなった」と

支持を変えたことを示しました。 

 

特定秘密保護法の成立に対して、最も多かった回答は「法律の成立に反対」で 43.2％あ

りました。「どちらかといえば反対」（9.4％）を合わせると、53.6％の有識者が反対という

結果になりました。それに対して、「法律の成立には賛成」と答えた有識者は 19.5％おり、

「どちらかといえば賛成」（17.2％）を合わせると、36.7％の有識者が賛成と回答しました。 

また、今国会において特定秘密保護法が強行採決されたことで、「安倍政権に対する気持

ちは変わったか」の問いには、34.9％が「今までと変わらず支持している」、40.5％が「今

までと変わらず支持していない」と答えましたが、9.2％の有識者が「今まで支持していた

が、支持できなくなった」と支持を変えたことを示しました。 

 
 
特定秘密保護法が今国会で成立しました。あなたは、この法律の成立に対して

賛成でしたか。【単数回答】 

 
 

 

19.5%

17.2%

6.9%
9.4%

43.2%

2.0% 1.8%
法律の成立には賛成

法律の成立にはどち

らかといえば賛成
とちらともいえない

法律の成立にはどち

らかといえば反対
法律の成立には反対

そもそも法律の内容

を詳しく知らない
無回答
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今国会において特定秘密保護法が強行採決されたことで、あなたの安倍政権に

対する気持ちは変わりましたか。【単数回答】 

 
 

 

34.9%

9.2%

1.3%

40.5%

3.8%

1.3%

7.4%

1.6%

今までと変わらず支持している

今まで支持していたが、支持できなくなった

今まで支持していなかったが、見直して支持するよ

うになった

今までと変わらず支持していない

わからない

そもそも関心がない

その他

無回答

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%
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原発再稼働に賛成か、反対か 
 

原発の再稼働には、約半数の有識者が「反対」、約 4 割が「賛成」と回答し、意

見が分かれています。 

 

現在、原子力規制委員会の定めた規制基準に基づき審査が行われ、安全性が確認された

原発については再稼働されようとしています。 

原発の再稼働の賛否に対する問いでは、「反対」（33.8％）が最も多く、「どちらかといえ

ば反対」（14.3％）を合わせると、48.1％の有識者が反対と考えています。それに対して、

「賛成」と答えた有識者は 20.4％で、「どちらかといえば賛成」の 20.1％を合わせると、約

4 割の有識者が賛成と答えており、意見が分かれています。 

 

現在、原子力規制委員会の定めた規制基準に基づき審査が行われ、安全性が確

認された原発については再稼働されようとしています。あなたは、原発再稼働

について賛成ですか、反対ですか。【単数回答】 

 
  

20.4%

20.1%

9.8%14.3%

33.8%

1.6%

賛成

どちらかといえば賛成

どちらともいえない

どちらかといえば反対

反対

無回答



20 
 
Copyright(c) Genron-NPO 無断転用禁ず 

安倍政権はいつまで続くか 
 

安倍政権が安定的に続くと見ている有識者が 7 割近くいることがわかりまし

た。これに対して「衆議院議員の任期満了まで持てないと思う」と答えた有識

者は 2 割弱でした。 

 

 長期政権も視野に入ってきた安倍政権ですが、「衆議院議員の任期満了まで続く」と答え

たのが 47.4％で最も多く、次いで「2016 年の衆議院議員の任期満了以降も続く」の 21.5％

でした。安倍政権が任期満了か、あるいはそれ以上続くと見ている有識者が 7 割近くいま

した。これに対して「衆議院議員の任期満了まで持てないと思う」と答えた有識者は 19.5％

いました。 

 

 

長期政権も視野に入ってきた安倍政権ですが、あなたは安倍政権がいつまで続

くと思いますか。【単数回答】 

21.5%

47.4%

19.5%

10.3%

1.3%
2016年の衆議院議員の任期満了

以降も続く
衆議院議員の任期満了まで続く

衆議院議員の任期満了まで持た

ないと思う
わからない

無回答
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日本の政党政治の今後 
  

有識者は日本の政党政治の今後について、「自民党を中心とした政治体制が続

き、それが長期化する」と考えている有識者が 36.4％と最も多いが、「政界の再

編や混乱が繰り返され、政党政治自体が信頼を失う」と考える有識者も増えて

きています。 

 

アンケートでは日本の政党政治の今後についても尋ねています。「自民党を中心とした政

治が長期化し、一極化する」と考えている人が 36.7％と最多となり、100 日時点の 36.4％

とほぼ同じ水準となりました。続いて「政界の再編や混乱が繰り返され、政党政治自体が

信頼を失う」という回答が 19.7％と 2 番目に多く、100 日時点の 15.2％より 4.5 ポイント

増えています。 

 

日本の政党政治の今後についてお聞きします。あなたは、自民党の政治（連立

も含めて）は長期化すると思いますか。それとも再び、政界再編などが起きる

と思いますか。【単数回答】 

 

36.7%

10.3%

2.7%

8.3%

8.9%

19.7%

7.2%

4.9%

1.3%

自民党を中心とした政治が長期化し、一極化する

当面は続くが、やがて自民党が分裂し、二大政党化

に向かう

民主党が再建され、再び自民党と民主党の二大政党

制に戻る

現状の日本維新の会など第三極が躍進し、様々な連

立が模索される

既存の政党に不信が高まり、新しい政党が出現する

政界の再編や混乱が繰り返され、政党政治自体が信

頼を失う

よくわからない

その他

無回答

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%
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日本政治の現状 

 
最も多かった回答は、「新しい国や政府、社会のあり方をまだ模索している時期」

でしたが、100 日時点と比べて 9.4 ポイント低下しました。反対に「政府の統

治（ガバナンス）が崩れ、政治が財政破綻や社会保障などで課題解決できない

まま混迷を深める国家危機の段階」と答えた有識者が 5.5 ポイント増加しまし

た。 

「今の日本の政治の現状をどのように判断していますか」について尋ねました。最も多

かったのは、「新しい国や政府、社会のあり方をまだ模索している時期」の 34.2％でしたが、

100 日時点での 43.6％と比べて、9.4 ポイント低下しました。反対に増加したのは「政府の

統治（ガバナンス）が崩れ、政治が財政破綻や社会保障などで課題解決できないまま混迷

を深める国家危機の段階」の 26.2％で、100 日時点の 20.7％から 5.5 ポイント増加しまし

た。2 番目に多かったのは、「日本の将来についての選択肢が政党から提起されないまま、

ばら撒き政策や官僚たたきに明け暮れ、ポピュリズムが一層強まる時期」の 30.2％で、100

日時点での 30.4％と比べ、同水準でした。 

 

今の日本の政治の現状をどのように判断していますか。【２つまで回答】 

20.6%

34.2%

6.7%

15.2%

18.6%

30.2%

26.2%

12.1%

1.3%

3.8%

1.1%

長期的・安定的な政権づくりの時期

新しい国や政府、社会のあり方をまだ模索している時期

日本の改革のビジョンや課題解決の競争によって、本当の二大政

党制をつくりだす時期

二大政党制自体への懐疑から、新しい政治に向けて再考が始まる

時期

既存政党の限界が明らかになり、政策を軸に政界再編に向かう過

渡期

日本の将来についての選択肢が政党から提起されないまま、ばら

撒き政策や官僚たたきに明け暮れ、ポピュリズムが一層強まる時

期

政府の統治（ガバナンス）が崩れ、政治が財政破綻や社会保障な

どで課題解決できないまま混迷を深める国家危機の段階

政治や政党の改革が有権者や市民側から提起される、政治改革の

局面

わからない

その他

無回答

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%
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既存政党に対する評価は 
 

「全ての既存政党には期待していない」（11.6％）と「ほとんどの既存政党には

期待していない」（40.9％）の否定的な立場の合計が 52.5％となり、半数を超え

ました。100 日時点の 46.6％より約 6 ポイント増加しています。 

既存政党に対する評価については「全ての既存政党には期待していない」（11.6％）と「ほ

とんどの既存政党には期待していない」（40.9％）の否定的な立場の合計が 52.5％となり、

半数を超えました。100 日時点の 46.6％より約 6 ポイント増加しています。これに対して

「全ての既存政党に期待している」（1.6％）と「いくつかの政党には期待している」（40.0％）

の肯定的な立場の合計 41.6％と約 4 割でした。100 日時点の 46.3％より 5 ポイント近く減

少しました。 

100 日時点では、既存政党への期待が回復してきている傾向がありましたが、有識者の中

で既存政党に対する否定的な見方が増加していることがわかりました。 

 

あなたは、現在の日本の既存政党に期待していますか。【単数回答】 

【調査に関するお問い合わせ】 

このアンケートに関してご不明な点などがございましたら、言論 NPO 事務局（TEL：

03-3548-0511 担当：吉崎・宮浦）までお問い合わせください。 

※なお、記述回答の結果につきましては、2013 年 12 月下旬に言論 NPO ウェブサイト上で

公表いたします。 

1.6%

40.0%

40.9%

11.6%

3.1%

1.3%

1.3%

全ての既存政党に期待している

いくつかの既存政党には期待している

ほとんどの既存政党には期待していない

全ての既存政党には期待していない

わからない

その他

無回答

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%


